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株式会社サンシャインシティ

2026年 3月3日（火）～3月29日（日）

Kids = Artists みんなの作品大集合！
- A Look Back on 2025 -

※画像はイメージです。※記載内容は変更となる場合があります。

株式会社サンシャインシティ（東京都豊島区、代表取締役社長：脇英美）が池袋で運営する“まちのコミュニティ
拠点”「P-144（ピーイチヨンヨン）」では、池袋に拠点を構えるSTUDIO201とのコラボレーション企画「Kids =

Artists みんなの作品大集合！-A Look Back on 2025-」を3月3日（火）～3月29日（日）に開催します。
 子どもの感性や可能性を引き出す共育プログラム「Kids = Artists ～すべてのキッズはアーティスト～」で生まれた作品を
展示・販売を行う本コラボイベントは2023年2月に初開催し、今回で開催4回目を迎えます。
期間中は、個展を開催するアーティストによるライブペイントやワークショップを実施するほか、アーティストと子ども
たちがともに制作した世界に一つだけのアート作品を展示します。

P-144では、食、アート、エンタメ、ビジネスや社会課題など、多種多様なテーマで様々なパートナーと連携したプロジェ
クトを通じ、多様な人たちが集い、交流する場であることや、新たなカルチャーを創り、育てることをコンセプトに、様々な
パートナーと池袋のまちに“なんか面白いこと”を共創してまいります。

STUDIO201
池袋を拠点として2020年に結成。“創造的活動を通して、個性や多様性の価値を発信し、豊かで寛容な社会をつくる”を理念に
さまざまな活動をプロデュース。現在は「子ども」×「アート」×「まち」をキーワードにした共育プログラム「Kids = Artists ～すべての
キッズはアーティスト～」を中心に活動しています。
HP：https://www.studio201ikb.com/ Instagram：https://www.instagram.com/kidsxartists/

豊島区（池袋）の子どもたちが描いて、見て、身近にアートに触れる体験の機会を提供！

「Kids = Artists」作品制作の様子 展示風景（昨年開催時）

Kids = Artists ～すべてのキッズはアーティスト～
「子ども」×「アート」×「まち」を キーワードにした、豊かで寛容な社会をつくる共育プログラムです。子ども向けのワークショップとアーティ
ストによるライブパフォーマンスを掛け合わせた即興のアート公開制作を開催しています。
子どもたちが自由な発想で描いたキャンバスに、個性豊かなアーティストたちがその場で手を加えて1枚のアート作品に仕上げます。

子どもたちの描いたキャンバス アーティストが仕上げた作品

ア ー テ ィ ス ト ア ル ッ ク バ ッ ク オ ン

こうして生まれた作品は、「ひと」と「まち」の記憶を
つなぐことを目的に、カフェや商業施設など、日常の
中に展示され、まちを彩ります。
このプログラムでは「アート」だけではなく地域の方々
とのコミュニケーションや、実際にプロのアーティストと
会話をし、ともに作り上げていくという体験価値を
得ることができ、その時間や風景が、子どもたちの
記憶に残ることを大切にしています。
こうした体験を、参加のハードルを設けず、誰でも
気軽に関われるよう参加費無料で実施しています。

キ ッ ズ ア ー テ ィ ス ト

ア ル ッ ク バ ッ ク オ ン

キ ッ ズ
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アーティスト作品の展示・販売

※画像はイメージです。※記載内容は変更となる場合があります。

イベント詳細

STUDIO201が手掛ける共育プログラム「Kids = Artists ～すべてのキッズはアーティスト～」で2025年に作成した16作
品の展示・販売を行います。期間中はイベントに関連するアーティストの作品をあしらったオリジナルコースターも配布しま
す。※オリジナルコースターの配布は無くなり次第終了。 ※参加アーティストの詳細はイベントウェブページをご確認ください。

ワークショップの様子

オリジナルコースターのデザイン

参加アーティストによる個展・イベント企画
期間中は3名のアーティストが個展を開催し、ライブペイントやワークショップ等を実施します。入場無料のため、どなたでも
気軽にアートにふれることができます。※開催日時等の詳細はイベントウェブページをご確認ください。

屋外でのライブペイントの様子

作品の展示イメージ

大迫力のウィンドウアート
個展期間中は、各アーティストがP-144の入口ガラス面にウィンドウアートを施し、期間ごとに異なるアートがお客様をお迎えします。
※開催日時等の詳細はイベントウェブページをご確認ください。

個展イメージ

「K i d s  =  A r t i s t s  みんなの作品大集合！
- A  L o o k  B a c k  o n  2 0 2 5 - 」開催概要

期間：3月3日（火）～3月29日（日）
場所：「P-144」 豊島区東池袋1-4-4 PAPILLON BLDG.
内容：まちのコミュニティ拠点「P-144」と「STUDIO201」のコラボレーションイベント。子どもたちの感性とアーティストによって生まれ
た作品の展示・販売をはじめ、アーティストによるライブペイントやワークショップを実施します。

イベントウェブページ：https://www.papillon-bldg.jp/news/632/
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サンシャインシティがまちに飛び出して運営する、新たなまちのコミュニティ拠点。

池袋駅東口前のビルを減築・リノベーションし、 PAPILLON BLDG.（パピヨンビル）として
2023年3月に開業。ビルの全フロアを用いてPUBやイベントスペースが複合した施設P-144
（ピーイチヨンヨン）を運営。

PAPILLON BLDG. / P-144

営業時間：11:30～23:30 
公式HP：https://www.papillon-bldg.jp/ (PAPILLON BLDG.と同様)
Instagram：@p_144.Ikebukuro

（https://www.instagram.com/p_144.ikebukuro/）

報道関係者様からの
お問い合わせ先

株式会社サンシャインシティ コミュニケーション部 広報担当 成保・大木・佐藤・藤村・小山・大浦

TEL.03-3989-3329（平日9:30～18:00） FAX.03-3989-3451 pr@sunshinecity.co.jp

共同ピーアール株式会社 PRアカウント本部 5局2部 内山・志野・高橋 
TEL.03-6260-4861 sunshinecity-pr@kyodo-pr.co.jp

「P-144×STUDIO201 - A Look Back on - 」
～イベントの始まりの裏話 きっかけは「雨でのイベント中止」～

サンシャインシティとSTUDIO201が接点を持ったのは、2020年。池袋東口エリアを中心に、リビングのように居心地の
良いまちなかを目指す取り組み「IKEBUKURO LIVING LOOP」でのことでした。

STUDIO201が初めてIKEBUKURO LIVING LOOP内で実施する予定だったイベントが雨で中止に。サブ会場とし
てサンシャインシティで開催していた、子どもたちの遊び場「Sunshine City PLAYPARK」の中で代わりにイベントを行う
ことになりました。イベント中、子どもたちが笑顔で参加している姿を見て、子どもたちの成長を見守り、まちへの愛着
も生み出せる活動だと感じました。それはサンシャインシティが思い描く「まちのあるべき姿」と一致していると感じ、2021

年から協賛パートナーとして活動を応援しております。

(株)サンシャインシティ まちづくり推進部 倉林 真弓（くらばやし まゆみ）

2023年にサンシャインシティが新たなまちのコミュニティ拠点「P-144」を完成させたときに、オープニング企画としてまちで
活動している人・企業と連携した企画を検討し、STUDIO201の活動をより多くの皆様に知ってもらう機会にもなるので
はないかと考え、本イベントの実施を計画しました。今回で4回目となりますが、お客さまも毎年喜んでいただけているの
で、今後も継続して開催していきたいと考えています。

今後もまちに寄り添い、子どもたちが学びながら無邪気に楽しめるような参加型企画をSTUDIO201と行っていきたい
と考えています。この活動が子どもたちの体験機会を増やし、地域の皆様の笑顔につながれば嬉しい限りです。

「創造的活動を通じ、豊かで寛容な社会をつくる」ことは、私たちの願いです。
池袋の街を牽引するサンシャインシティとのパートナーシップは、理想を形にする大きな原動力です。本展は、1年間
池袋の街を彩った「Kids = Artists」の集大成。 

子どもたちの自由な感性とプロの技術が融合した最新16作品を、地域の交流拠点「P-144」で披露できることは、
参加した子どもや保護者、アーティスト全員にとって、この上ない喜びと誇りです。今後も、豊島区内で子どもに向けた
日常的なアート体験の機会を提供していきます。
また、昨年高く評価された大阪や大崎での大規模プロジェクトの実績も活かし、世代を超えて誰もが自己表現を
楽しめる参加型アートプロジェクトを、この街から発信し続けていければと考えております。

開始当時の
担当者が
語る!!

のコメント
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